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第33回例会 №334月5日㈮

　皆さまこんにちはー。４月１日、
新元号が「令和」に決まりました。
　皆さま�様ざまなお考えがあると
思いますが、身近な個人消費に与え
る影響は、“元号が変わり気分も新

たになり、前向きなマインドが生まれそうだ。ラ
行の『レ』は華麗さと躍動感、『ワ』は昭和につ
ながり安心感を生み出し、個人消費にはプラスに
働くだろう”との専門家の意見がありました。
　平和で、そして、四つのテストが活きる御世で
あってほしいと願っています。
　４月は、「母子の健康月間」です。
　日本は、赤ちゃんが世界一安全に生まれる「安
産大国」です。乳児死亡率は出生 1,000 人当り 0.9
人。パキスタンは 45.6 人です。（2017 年）妊婦さ
んはどうかというと、10 万人当り５人です。ベ
ストは、３人です。ワーストはシエラレオネの
1,360 人です。（2015 年）
　終戦間もない日本の乳児死亡率は非常に高い水
準でした。その後の経済成長で健康を取りまく環
境が改善されたこともありますが、1948 年にス
タートした「母子手帳」（現在の母子健康手帳）
制度で現在の「安産大国」を築いたと云われてい
ます。
　「母子の健康月間」は、出産は、現代であって
も母子ともに命がけのこと、と強く認識するこ
とから始まるのではないでしょうか。特に男性
は！！であります。

　今日の卓話は、総務省信越総合通信局�情報通
信部長�西浦徳昭様です。演題は「信越総合通信

局の情報通信行政」です。興味深いお話が伺える
と思います。
　ご清聴下さい。

出席率　98.15％

大谷光夫君・佐藤教彦君（４/６阿賀野川ライン
創立 20 周年）

入会式
吉田進一君（上越信用金庫　高田中央
支店　支店長）

山崎和明君（㈱北越銀行　高田支店　
支店長）

委嘱状伝達
米山記念奨学会・世話クラブ・カウンセラー　
� 橋詰敏一君

出席ニコニコBOX委員会
羽�深耕時君―上越市学校給食委託、10 校に
なり、栄養士、調理師、総勢 53 名でのスター
トです。安心安全な給食つくりに気合を入れ
て頑張ります。

橋�詰敏一君―長岡の看護大学「長岡崇徳大学」
が開学しました。お手伝いでき光栄です。

会長挨拶会長挨拶 牧野　章一牧野　章一

出 席 報 告

メイクアップ

セ レ モ ニ ー

委 員 会 報 告
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卓 話

親�睦委員会―４月の会員お誕生日各お祝い、�
４/12 観桜会のご案内
本�山地区幹事―５/11 地区研修協議会ご協力の
お願い・米沢上杉RC訪問報告
国際奉仕委員会―ジョン君近況報告

髙坂光一君
米沢RCバナー紹介

配布物：週報№ 32
回覧物：�ガバナー月信４月号、世界米山大会のご

案内

　信越総合通信局は、情報通信行政
を所掌する総務省の地方支分部局と
して信越地域（新潟県、長野県）を
管轄しています。情報通信を活用し

た防災・減災対策、電気通信事業の監理監督、放
送局の免許や許認可、地域の情報化の推進、電波
の有効利用の推進、各種無線局の許認可及び電波
の監視などを所管し、情報通信技術（ICT）によ
る安心・安全で快適な社会の実現に向けて業務を
行っています。
　本年度は、平成 31 年度信越総合通信局重点施
策を策定し、「ICTで切り開く信越の新時代」と
いうスローガンを掲げ、信越地域において、ICT
の利活用促進及び基盤整備、安心して暮らせる地
域の実現、安全な ICT 環境の整備、人づくり・
ものづくりによる地域の活性化に向けて、各種施
策に取り組んでいきます。
　また、総務省全体の最近の取組として、「地域
力強化プラン」について説明します。Society5.0

とは、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空
間（現実空間）を高度に融合させたシステムに
より、経済発展と社会的課題の解決を両立する、
人間中心の社会（Society）と云われています。
Society5.0 は地方に大きな影響を与えることか
ら、地方にもその認識を浸透させていく必要があ
ります。そのためには、IoT、5G、AI 等の新た
な革新的技術の実装例等を、地方と共有していく
必要があることから、地域力強化に向けた組織と
して総務大臣を本部長とする総務省・地域力強化
戦略本部を立ち上げ、昨年 12 月 20 日の第１回会
合において、「Society5.0 時代の地方」をキーワー
ドとした「地域力強化プラン」が発表されていま
す。今後、広く皆様から優良事例や必要な施策の
提案などをいただくなど、双方向かつ持続的なや
りとりを行うことで、皆様とともに、Society5.0
の進化に伴う「持続可能な地域社会の構築」を目
指すこととしています。詳しくは、総務省のホー
ムページをご覧願います。

信越総合通信局の情報通信行政
総務省信越総合通信局　情報通信部長　西浦　徳昭 様

　高田ロータリークラブ社会奉仕活
動事業のその後の様子をご紹介しま
す。
　今や高田の新名所となった儀明
川沿いのコヒガンザクラは満開で
す。1999 年以来３回にわたり約 30
本が植樹され、ピンクの色濃い花は
川面に垂れ、おもむき満点。続いて
2014 年には高田城址公園内２箇所
に 10 本の八重しだれ桜が植樹され
ました。木はまだ細いものの三重櫓
に映え、また歴史博物館前公園の広
場で開花し始めています＝写真下段
（樹木NO228、118 他）。朝のお散歩
がてらお楽しみください。

コヒガンザクラ満開� 三重櫓に映える八重しだれ桜

会員インフォメーション

幹 事 報 告


